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(54)【発明の名称】 内視鏡用処置具の操作ワイヤ連結部

(57)【要約】
【課題】先端作動部材の板状部に貫通穿設された係合孔
に操作ワイヤの先端を通して係合させるようにした内視
鏡用処置具の操作ワイヤ連結部において、加工及び組み
立てが簡単で実用性が高く、しかも係合状態が外れない
十分な強度を得ることができる内視鏡用処置具の操作ワ
イヤ連結部を提供すること。
【解決手段】シース１の先端から延出する操作ワイヤ２
の先端に、先端作動部材５，６の板状部６に穿設された
係合孔７を通過できない大きさの太径部２０を設け、操
作ワイヤ２を係合孔７に挿通して太径部２０を係合孔７
の端部に当接させた状態で係合孔７の他端側において操
作ワイヤ２をシース１の先端の方に向けて折り曲げた。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱され
るシース内に挿通配置された操作ワイヤを軸線方向に進
退操作することによって、上記シースの先端に配置され
た先端作動部材を駆動するようにした内視鏡用処置具の
操作ワイヤ連結部であって、上記先端作動部材の板状部
に貫通穿設された係合孔に上記操作ワイヤの先端を通し
て係合させたものにおいて、
上記シースの先端から延出する上記操作ワイヤの先端に
上記係合孔を通過できない大きさの太径部を設け、上記
操作ワイヤを上記係合孔に挿通して上記太径部を上記係
合孔の端部に当接させた状態で上記係合孔の他端側にお
いて上記操作ワイヤを上記シースの先端の方に向けて折
り曲げたことを特徴とする内視鏡用処置具の操作ワイヤ
連結部。
【請求項２】上記太径部が、上記操作ワイヤ自体の先端
部分を膨らませた状態で硬化させて形成されている請求
項１記載の内視鏡用処置具の操作ワイヤ連結部。
【請求項３】上記太径部が、上記操作ワイヤ自体の先端
部分を膨らませた状態で溶融硬化させて形成されている
請求項２記載の内視鏡用処置具の操作ワイヤ連結部。
【請求項４】上記太径部が、上記操作ワイヤの先端部分
に球状片を固着させて形成されている請求項１記載の内
視鏡用処置具の操作ワイヤ連結部。
【請求項５】上記太径部が、上記操作ワイヤの先端部分
に鍔状部材を固着させて形成されている請求項１記載の
内視鏡用処置具の操作ワイヤ連結部。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、内視鏡の処置具
挿通チャンネルに挿通されて体腔内における医療処置等
を行うために用いられる内視鏡用処置具の操作ワイヤ連
結部に関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡用処置具の多くは、先端に配置さ
れた先端作動部材を手元側から進退操作される操作ワイ
ヤで駆動して動作させるようになっており、例えば内視
鏡用生検鉗子等においては、先端作動部材の板状部に貫
通穿設された係合孔に操作ワイヤの先端を通して係合さ
せたものがある。
【０００３】そのような技術を採用しているもののう
ち、特開平１１－１７８８２９号公報に示されるもので
は、操作ワイヤの先端を切れ目のない輪状に形成して、
先端作動部材に形成された係合孔に操作ワイヤの輪状部
を通してある。
【０００４】また、欧州特許第４９１８９０号公報に示
されるものでは、係合孔８３に通された操作ワイヤ８１
を係合孔８３の前後で折り曲げてある。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかし、特開平１１－
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１７８８２９号公報に示されるものは、操作ワイヤの先
端を係合孔に通してから切れ目のない輪状に形成しなけ
ればならないので、加工及び組み立て作業が極めて困難
であり実用性に欠ける。
【０００６】また、欧州特許第４９１８９０号公報に示
されるものは、操作ワイヤ８１を係合孔８３の前後で単
純に折り曲げてあるだけなので、先端作動部材に強い外
力が作用したり操作ワイヤ８１に強い牽引力が作用する
と、折り曲げ部分が真っ直ぐに伸びて操作ワイヤ８１が
係合孔８３から抜け出してしまう場合がある。
【０００７】そこで本発明は、先端作動部材の板状部に
貫通穿設された係合孔に操作ワイヤの先端を通して係合
させるようにした内視鏡用処置具の操作ワイヤ連結部に
おいて、加工及び組み立てが簡単で実用性が高く、しか
も係合状態が外れない十分な強度を得ることができる内
視鏡用処置具の操作ワイヤ連結部を提供することを目的
とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡用処置具の操作ワイヤ連結部は、内
視鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱されるシース内に挿
通配置された操作ワイヤを軸線方向に進退操作すること
によって、シースの先端に配置された先端作動部材を駆
動するようにした内視鏡用処置具の操作ワイヤ連結部で
あって、先端作動部材の板状部に貫通穿設された係合孔
に操作ワイヤの先端を通して係合させたものにおいて、
シースの先端から延出する操作ワイヤの先端に係合孔を
通過できない大きさの太径部を設け、操作ワイヤを係合
孔に挿通して太径部を係合孔の端部に当接させた状態で
係合孔の他端側において操作ワイヤをシースの先端の方
に向けて折り曲げたものである。
【０００９】なお、太径部が、操作ワイヤ自体の先端部
分を膨らませた状態で硬化させて形成されていてもよ
く、その場合、操作ワイヤ自体の先端部分を膨らませた
状態で溶融硬化させて形成されていてもよい。
【００１０】また、太径部が、操作ワイヤの先端部分に
球状片を固着させて形成されていてもよく、或いは、操
作ワイヤの先端部分に鍔状部材を固着させて形成されて
いてもよい。
【００１１】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図２は、内視鏡用生検鉗子を示しており、図
示されていない内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱さ
れる可撓性のシース１は、例えばステンレス鋼線を一定
の径で密着巻きしたコイルパイプによって形成されてい
る。
【００１２】シース１の内部には、軸線方向に進退自在
に操作ワイヤ２が全長にわたって挿通配置されている。
操作ワイヤ２としては、例えば複数のステンレス鋼細線
を撚り合わせた撚り線が用いられている。
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【００１３】シース１の基端（図２において右方）に
は、操作ワイヤ２を進退操作させるための図示されてい
ない操作部が連結されており、シース１の先端に連結固
着された先端支持部材３には、操作ワイヤ２によって駆
動される先端作動部材（鉗子カップ５及びリンク板６）
が支持されている。
【００１４】先端支持部材３には、先端から基端近くに
わたるスリ割り３ａが形成されており、その先端付近を
横切るように配置された支軸４に鉗子カップ５とリンク
板６が回動自在に支持されている。
【００１５】鉗子カップ５とリンク板６は一体に形成さ
れて二対設けられ、鉗子カップ５は支軸４を中心にして
先端支持部材３の前方において嘴状に開閉する。リンク
板６は、スリ割り３ａ内に配置されてその後端部近傍に
操作ワイヤ２の先端が連結されている。
【００１６】操作ワイヤ２は、一対のリンク板６の各々
に連結されるので二本が一対となって設けられており、
二本の操作ワイヤ２が一緒に動作するようにシース１内
で二本を撚り合わせてある。ただし、シース１内で別の
一本の操作ワイヤに連結する構成をとってもよい。
【００１７】図１は、一方のリンク板６と操作ワイヤ２
の先端部分との連結部を示している。もう一方のリンク
板６等は先端支持部材３の軸線を挟んで対称の位置に配
置されているが、その図示は省略してある。
【００１８】リンク板６には、操作ワイヤ２の直径より
僅かに大きな径の係合孔７が板面を貫通して穿設されて
おり、係合孔７の外面側の開口端にはテーパ孔状の凹部
８が形成されている。
【００１９】操作ワイヤ２はシース１の先端から延出し
ており、先端が凹部８内に位置するように係合孔７に通
されて、係合孔７の裏側の端部からスリ割り３ａ内に出
た位置において、係合孔７の裏面に沿ってシース１の先
端の方に向けて略直角に折り曲げられている。
【００２０】凹部８内に位置する操作ワイヤ２の先端に
は、係合孔７を通過できない大きさの太径部２０が形成
されており、太径部２０は凹部８の底部に開口する係合
孔７の端部にほぼ当接している。
【００２１】太径部２０は、この実施例においては操作
ワイヤ２自体の先端部分を膨らませた状態で硬化させて
形成されている。具体的には、操作ワイヤ２を形成して
いる撚り線の端部をアーク又はプラズマ等によって溶融
して太い球状に溶融硬化させて形成されている。このよ
うな溶融は、例えばアルゴンガス等のような不活性ガス
中で行うことにより、酸化による操作ワイヤ２の劣化を
防止することができる。
【００２２】このようにして形成された太径部２０は、
操作ワイヤ２に他の部品を接続するのではなく、操作ワ
イヤ２の端部自体によって形成されているので、強い外
力が加わっても操作ワイヤ２から外れたりすることがな
く、優れた強度を保有する。 *
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*【００２３】このように構成された実施例の内視鏡用処
置具の操作ワイヤ連結部は、リンク板６に対して操作ワ
イヤ２を係合させる構成の加工及び組み立てが簡単なの
で実用性が高く、しかも太径部２０が係合孔７から抜け
ない構造なので、操作ワイヤ２の先端がリンク板６から
外れない十分な係合強度を得ることができる。
【００２４】なお、操作ワイヤ２の先端に形成される太
径部２０は、操作ワイヤ２の先端部分に金属製の球状片
等をロー付け、溶接或いはカシメ等によって固着させて
形成してもよい。
【００２５】図３は、本発明の第２の実施例のリンク板
６と操作ワイヤ２の先端部分との連結部を示しており、
リンク板６を外面側から薄く切除して、その部分と先端
支持部材３のスリ割り３ａの内壁面との間に操作ワイヤ
２を配置し、太径部２０をリンク板６の内面側にほぼ当
接させたものである。このように構成することにより、
鉗子カップ５を開閉動作させる際に、太径部２０がスリ
割り３ａの縁部にぶつかるおそれがない。
【００２６】図４は、本発明の第３の実施例のリンク板
６と操作ワイヤ２の先端部分との連結部を示しており、
太径部２０が、操作ワイヤ２の先端部分に金属製の鍔状
部材を固着させて形成されている。
【００２７】太径部２０を形成する鍔状部材は、係合孔
７に緩く嵌挿される筒状部の一端側に係合孔７の径より
大きな径の鍔が突設された形状に形成されていて、鍔部
分は座繰り状に形成された凹部８内に納まっている。そ
して、太径部２０を形成する鍔状部材の他端側は、係合
孔７の他端側からスリ割り３ａの内方に突出している。
【００２８】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、例えば本発明を内視鏡用生検鉗子以外の各
種内視鏡用処置具に適用してもよい。
【００２９】
【発明の効果】本発明によれば、シースの先端から延出
する操作ワイヤの先端に、先端作動部材の板状部に穿設
された係合孔を通過できない大きさの太径部を設け、操
作ワイヤを係合孔に挿通して太径部を係合孔の端部に当
接させた状態で係合孔の他端側において操作ワイヤをシ
ースの先端の方に向けて折り曲げたことにより、操作ワ
イヤと先端作動部材との係合部の加工及び組み立てが簡
単で実用性が高く、しかも係合状態が外れない十分な強
度を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡用生検鉗子の先
端部分の平面部分断面図である。
【図２】本発明の第１の実施例の内視鏡用生検鉗子の先
端部分の側面部分断面図である。
【図３】本発明の第２の実施例の内視鏡用生検鉗子の先
端部分の平面部分断面図である。
【図４】本発明の第３の実施例の内視鏡用生検鉗子の先
端部分の平面部分断面図である。
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【符号の説明】
１  シース
２  操作ワイヤ
３  先端支持部材
３ａ  スリ割り *
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*５  鉗子カップ（先端作動部材）
６  リンク板（先端作動部材）
７  係合孔
２０  太径部

【図１】

【図２】

【図３】
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